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１．概要（Summary） 

 次世代デバイスとしてナノカーボン材料が注目さ

れている。その合成法として、触媒化学気相成長法

(CVD)が知られている。この方法では触媒金属を用い

るが、その金属の種類により、成長するナノカーボン

の特性が異なると考えられるが、これを明らかにする

ために本研究を行った。 

２．実験（Experimental） 

 シリコン酸化膜/シリコン基板上に平坦なアルミナ

を坦持し、これに鉄及びコバルトを蒸着した。この基

板をアルコールを原料とする自作の熱 CVD 装置内に

設置し、ナノカーボンの成長を行った。 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

 Fig. 1 に、異なる膜厚の鉄及びコバルト触媒から成

長したナノカーボンの膜厚及びナノカーボンの種類

を示す。膜厚が厚くなるにつれて、CNT 膜、中間体、

複合体が成長する。鉄では複合体膜が幅広い膜厚範囲

で成長するが、コバルトでは、非常に狭いウィンドウ

となっている。またコバルト膜厚が 4.5nm 以上では複

合体の成長が見られず、グラファイトのみの成長とな

った。この違いは、それぞれの金属触媒が析出するカ

ーボン構造の品質によるものと考えられる。鉄では品

質が悪いため、欠陥を通してカーボンが供給されるの

で、カーボンナノチューブの成長が進行するが、コバ

ルトでは品質がよく、カーボンのパスが確保できない

ことによる。このように触媒金属の析出するカーボン

の品質が全体のカーボン膜の構造に影響を与えるこ

とを示した。 

４．その他・特記事項（Others） 
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Fig.1. Growth of Nanocarbon composites from Fe (a) and 

Co (b). The morphology changes with thickness. 
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